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感諸頭年

明けましておめでとうございます。

1980年代への躍進すべ き新春を迎え、町民皆

さまのご世s]，/!を心からお十見い申し上げますとと
もに平講さからの町政に対するご型脱とご支援に

対し深〈感謝申し上げます。

川年は、国際情勢のめまぐるしい変転、 E泣い

はエネノレギー危機による拠'，:j:;な純情状況の蛮化

等まことに多難な年でありましたが公共~r;~に

おきましては、民業村』造改善事業、山村地域特

別対策事業、布l'丘6純々をはじめとする各道路
改良 'J'~業、近隣公国造成 '11.業且び小学校建設、

1."1保病院改築、美利i日fダム事業主干においても計
画どおり進捗されましたことは、これ偏に町議

会並びにIIIT氏の皆さんの町政に対する力強いご

文般的問と深〈敬芯を表したいと存じます。

本年はさらにこれまでの脱進のうえに立って

今金町発展のため一層の決意を新にしている次

第であります。この古味において本年は各H¥懸

来事項解決のため最大阪の努力を払ってまいる

とともに、皆さまの生活環境強制il充実に佐官fを

尽 Lてゆく所存ですので一層的ご支般ご指碍を

お聞い申し上げます。

ur:{利55年同新辞を迎えるにあたり町民的f干さ
まのご多幸とご繁栄を，し、から祈念して新年のご

あいさつといたします.

なお虚礼廃止にて年政のごあいさつはこの紙

而をも ってかえさせていただきます。

皆様新年おめでとう ございます。本年もー府

内ご健勝とこ多幸 をお祈り巾 LJニげます。かえ

りみて昨年は 4月に統一地方選挙、 10川に衆議

院議以選挙が行なわれ選挙に明け必れた感じで

もあ リます.ここ数年来低成長時代を迎え てIJiI

は亦字国f:i'tによる大例法併金財政的il，市中にあり

地 )j1礼治休においても倒的てきびしい時代に直

而 しており、財政的確立強化、行政改革の推進

など、私たち1'1治体肉体質の改普を合的て行財

政足s営の刷$Ifと世s全財政を推進しなければなり

ません。又米内生産調守主が吏に減反l:，h'tみが打

wされたことは米作良家の死活問題であり、 今
金III[的経済Tf!iに及ぼすむ13苧，:i，;t鋭的て大であり
低迷する的肢と共に本町脱-;.{，fの位世づけは当fm
大きな課題であります。lEliL的な灯油の値上り

や、生前.1<コI』lfh町fiu上り で家庭続柄も大変な時

代となりましたが、今こそ町民皆械の辿;fWXX:，ira

をお互いにたかめながら生活防衛につ とめてい

ただき、郷土愛にもえた活力あるi町づ くりに英

知を賜わりたいと存じます。私たち議会人も lir[

氏名位向伝軒lにお応えする覚悟でありますので

-1Mのご理解と こ'協力を望んでやみません。'1一

頭にあたり議会を代表して新年のごあいさつと

します。
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る
路
線
は

八
束
栓
町
沢
綿
千
百
五
十

U
、
盟
国
山

の
手
総
二
百
灯
、
と
桁
相
線
が
千
五
百

川
追
加
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
延
長
約
十
三
、

二
J
、
市
外
延
長
七
七

・
八
J
、
委
託

路
線
延
長
二
二

九
J
、
総
征
長
一
一

=
一
九
J
が
町
道
除
雪
区
間
と
な
り
ま

す
。除
rD卒
の
運
行
は
、
第

一
に
市
街
地

1
4
の
道
路
、
と
く
に
雪
道
や
凍
っ
た
道
路
で
の
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
は
危
険
-}
の
う
え
あ
り
ま
せ
ん
。

一
、
二
月
は
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
で
も
あ
り
、
マ
イ
カ
ー
な
ど
で

出
が
け
る
人
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
雪
道
や
凍
結
路
で
の
運
転
を
誤
る
と
、
思

わ
ぬ
事
故
を
引
き
起
-】
し
ま
す
0

4
の
道
路
の
運
転
は
、
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

て
、
安
心
す
る
の
は
危
険
で
す
。
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
た
り
、
急
ハ
ン

ド
ル
や
忽
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
は
、

ス
ノ
タ
イ
ヤ
や
チ
ェ

ー

ン
な
ど
の

哉
治
効
巣
も
適
用
し
な
く
な
り
、
ス

リ
ッ
プ
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
は
あ
く
ま
で
も
控
え
目

に
し
、
車
間
距
離
は
十
分
に
保
っ
て

く
だ
さ
い
。

ス
ノ

l
タ
イ
ヤ
、
チ
ェ
ー
ン
な

ど
を
用
意
し
よ
う

斤
引
の
多
い
地
方
で
は
、
除
雪
対
策

が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
ス
ノ

l
タ

イ
ヤ
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
、
チ
ェ
ー
ン

を
装
活
す
れ
ば
通
行
は
可
能
で
す
。

し
か
し
、
走
行
で
き
る
か
ら
と
い
っ

雪
道

(
凍
結
路
)
で
の

急
発
進、

急
ブ
レ
ー
キ
、

ン
ド
ル
は
禁
物

急
ハ

雪
道
や
凍
結
路
で
急
発
進
し
よ
う

と
す
る
と
、
タ
イ
ヤ
が
空
転
し
た
り

忠
わ
ぬ
方
向
に
ス
リ
ッ
プ
し
た
り
す

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
雪
道
な
ど
で
の
発
進
は

次
の
占
に
注
意
し
て
下
き
い
。

マ
前
輪
を
真
っ

す
ぐ
に
す
る

前
輪
が
山
川
が
っ
た
ま
手
の
状
態
で

発
進
し
よ
う
と
す
る
と
、
其
っ
す
ぐ

の
と
き
に
比
べ
摩
娘
抵
抗
が
大
き
く

な
っ
て
、
そ
の
結
果
、
思
わ
ぬ
方
向

に
進
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
ら
在
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
車
輸
を
空
転
さ
せ
な
い

発
進
は
、
ア
ク
セ
ル
を
徐
々
に
踏

み
込
み
、
ク
ラ

y
チ
を
静
か
に
つ
な

ぎ
ま
す
。
車
輸
を
空
転
さ
せ
て
し
ま

う
と
、
古
に
穴
を
侃
っ
て
し
ま
い

、

ま
す
ま
す
出
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

マ
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
は
ス

リ
ッ
プ
事
故
の
も
と

吉
道
で
の
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ

ー
キ
は
か
自
殺
行
為
u

に
も
寄
し
い

危
険
な
行
為
で
す
。

や
図
、
近
々
に
接
続
す
る
路
線
、
次
に

毎
日
町
通
学
路
を
は
じ
め
、
生
活
道
路

な
ど
の
主
相
官
道
路
を
優
先
的
に
行
、
っ
一

級
路
線
と
そ
の
他
的
二
級
路
線
に
分
け

効
率
的
に
通
行
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
遊
二
七
七
号
線
に
お
い

て
は
企
夜
と
も
に
二
半
紛
が
雌
保
さ
れ

る
ほ
か
、
泣
々
八
雲
|
今
金
線
は
開
発

建
設
部
が
探
昇
の
除
雪
セ
ン
タ
を
北

地
に
し
て
行
い
、
今
金
北
桧
山
粉
、

丹
羽
|
今
金
料
、
鈴
岡
知
師
、
金
郎
総

組
台
線
、
光
台
鶴
川
線
は
土
木
現
業
所

で
強
力
に
出
動
で
き
る
体
制
で
す
。

路
上

駐
車
の

あ
る
道

路
は
除
雪
で
き
ま
せ
ん

一
方
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
強

力
な
除
可
肉
体
制
を
組
み
ま
し
た
が
、

除
当
の
最
大
内
敵
は
違
法
な
路
上
出
平
。

除
雪
す
る
道
路
や
駐
市
中
場
に
早
朝
ま

で
卓
を
放
出
し
て
あ
る
場
合
は
、
そ
の

場
所
の
除
J
d

は
で
き
ま
せ
ん
。
一

ム円何

事
の
せ
い
で
、
何
軒
か
の
人
々
が
迷
惑

を
長
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
く
に

市
街
地
内
片
側
駐
車
に
な
っ
て
い
る
路

上
は
明
占
に
よ
り
一
用
路
仰
が
扶
く

雪

道

、
ス
ピ
ー
ド
叩
キ
ロ

ダ
ウ
ン
運
転
倒
行
」

凍
結
路

1

ブ
レ
ー
キ
に
頼
ら
ぬ

安
全
速
度
で
L

雪
道
で
は
、
乾
い
た
道
路
に
比
べ

て

「
ス
ピ
ド
は
半
減
」
「
車
間
距

離
は
大
幅
に
」
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
道
路
が
凍
っ
て
い
る
場
合

は
「
ブ
レ

ー
キ
に
相
ら
ぬ
安
全
速
度

で
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

ハ
ン
ド
ル
操
作
で
車
を
コ
ン
ト

ロ

ル
で
き
る
く
ら

い
の
ス
ピ

l
卜
と
い

う
こ
と
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
必
ず
し
よ
う

雪
道
で
は
、
い
つ
、
ど
ん
な
こ
と

が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ン
ー

ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
、
不
隠
の
事
故

か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
カ

l
ブ
を
曲
が
る
と
き
は
十

分
減
速
し
、
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を

併
用
す
る
の
が
、
安
全
な
方
法
で
す
。

万
一

、
検
す
べ
り
し
た
と
き
は
、

ま
ず

7
ラ
ソ
チ
を
切
り
、
ハ
ン
ド
ル

を
執
す
べ
り
し
た
方
向
に
戦
く
切
り

(
い
わ
ゆ
る
逆
ハ
ン
ト
ル
)
方
向
を

修
正
し
、
静
か
に

7
ラ
ソ
チ
を
つ
な

く
の
が
ス
リ
ン
プ
か
ら
立
ち
直
る
一

つ
の
方
法
で
す
。

横
す
べ
り
し
た
か
ら
と
い
っ
て

あ
わ
て
て
プ
レ
キ
を
踏
む
と
、
逆

に
横
す
べ
り
を

Hm長
。
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
危
険
で
す
。

主
り
、
交
通
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す

の
で
、
駐
車
場
に
世
く
よ
ラ
み
ん
な
で

協
力
し
ま
し
ょ
っ
。

キ

メ
細
か
い
除
雪
は

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

除
雪
作
業
を
能
率
的
に
キ
メ
細
か
く

す
る
た
め
に
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
地

域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
せ
っ
か
く
玄

違法駐車に厳罰
行政処分の対象

i韮反占数制度が

導入され、逆転免

許の取消 Li~~止処

分の対象になリま

飲
酒
運

転

酒
酔
い
逆
転
は
も
ち
ろ
ん
、
油
気

帯
び
運
転
も
道
路
交
通
法
で
祭
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の

み
な
さ
ん
な
ら
百
も
承
知
的
こ
と
。

。
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
。
ー

毎
年
全
国
で
一
万
人
以
上
の

人
が
酒

酔
い

-
油
気
帯
び
運
転
で
交
通
事
故

(41 

関
前
向
雪
投
げ
が
終
っ
た
の
に
、
雪
を

世
い
て
い
っ
た
」
と
戸
口
や
歩
道
入
口

を
ふ
さ
が
れ
た
も
怖
が
寄
せ
ら
れ
ま
す

が
、
実
態
と
し
て
は
機
械
技
術
や
緊
急

を
裂
す
る
除
苫
向
性
佑
上
、
限
界
が
あ

り
や
む
を
え
な
い
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
家
の
ま
わ
り
や
小
路
の
当
は
町

内
会
や
近
所
の
方
々
が
協
力
し
合
っ
て

処
珂
干
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

当
捨
て
場
は
例
年
と
同
じ
く
今
金
紙

東
側
三
百
い劇
的
場
所
で
す
。
こ
れ
以
外

の
場
所
特
に
排
水
な
ど
に
は
絶
対
投

げ
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
毎
年
、
昼
般
に
耕
一
も
っ
た
雪

や
つ
ら
ら
な
ど
が
路
上
に
落
ち
て
、
歩

行
者
が
怪
我
を
し
た
り
不
幸
な
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
。
雪
お
ろ
し
は
怠
り
な

く
早
め
に
行
い
た
い
も
の
で
す
。

す。

O道路上を車の保管場所と ~ • 
/口

して使用した場合 』

O長時間1の刷車の場合
(昼間lで12時間、夜間1で l点、
8時間を越える場合)

C>i主法駐車は、除雪の障害となるばか

リでなく、運転者にきついホおしお

き、、治、待っているといえそっです。

グ
五
難
4

を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
が
こ
わ
い
の
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
が
脳
に
作
用
し
、
平
出

心
を

失
わ
せ
、
次
の
よ
う
な
御
礁
な
ら
ぬ

H

五
難
。
に
見
舞
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら

飲
む
な

L
I
-
-。

q 

上
手
に
連
結
し
て
い
る

と
錯
覚
す
る

気
持
ち
が
大
き
く
な
り、

無

理
な
追
い
越
し
ゃ
削
り
込
み

な
ど
を
平
気
で
す
る
よ
う
に

な
る

2 

居
眠
り
運
転
を
し
や
す
い

ア
ル
コ

ー
ル
に
は
睡
眠
作
用

の
あ
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く

3 

注
意
力
が
叡
慢
に
な
る

周
閣
の
変
化
へ
の
注
志
力
が

鈍
く
な
る
。
そ
の
た
め
前
向

車
ば
か
り
に
気
を
と
ら
札
、

わ
き
か
ら
出
て
く
る
自
動
車

や
歩
行
者
を
見
落
と
す
こ
と

か
多
く
な
る

4 

反
応
ガ
遅
く
な
る

前
方
の
危
険
に
対
し
て
ブ
レ

ー
キ
を
踏
む
の
に
時
間
か
か

か
り
、
す
ぐ
に
は
止
ま
れ
な

く
な
る
l
ー
ー
な
ど
、
と
つ
き

の
判
断
が
鈍
り
動
作
が
遅

れ
が
ち
に
な
る
。

5 

運
転
勤
作
が
ぎ
こ
ち
な
く
な
る

小
川
町
は
た
ら
き
か
低
下
す

る
た
め
ハ
ン
ド
ル
操
作
、

ギ
ア

・
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
、
ス

ム
ー
ズ
な
動
作
が
し
に
く
く

な
る

~.S 

( 5 ) 



進E設工事と着々
私
た
ち
の

よ
く
す
る
た

盤
、
社
会
福

も
普
通
建
設

災
害
復
旧
工

業
を
計
画
し

の
追
い
込
み

今
月
は
、

み
具
合
と
、

す
。

-
工
事
中
の
国
保
病
院

7

チ
n
い
ま
か
ね
。
を
よ
り
住

み

め
町
で
は
、
生
活
環
境
、
経
済
基

祉
の
繋
備
充
実
を
柱
に
、
こ
と
し

工
事
業
費
に
十

四

億
三
千
万
円
、

事
費
に
九
千
百

万
円
に
の
ぼ
る
事

ま
し
た
が
、

初
冬
を
迎
え
て
最
後

今
年
度
の
お
も
な
建
設
工
事
の
進

完
成
し
ま
し
た
施
設
を
紹
介
し
ま

教育施設イ環境整備

14億 3千万円の町づくり事業

他
康
で
快
適
な
生
活
邸
境

に
明
る
い
太
陽
と
総
立
か
な

街
づ
く
り
を
ー
と
、
三
年
前

か
ら
進
め
て
い
る
高
美
公
園

の
造
成
事
業
、

今
年
度
は
二

千
万
円
で
図
内
に
緑
の
芝
生

や
植
樹
が
行
わ
杭
全
工
事
が

完
成
し
ま
L
P
3

-
中
学
校
統
合
校
舎
建
築
工
事

昭
和
五
十
六
年
完
成
を
目
ざ
し
七
月

活
工
し
た
中
学
校
の
建
設
工
事
は
、
急

ピ
y
チ
で
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
工
事
内
谷
は
、
中
央
械
、

普
通
教
室
、
食
堂
、
等
建
築
而
和
一
一千

八
八

O
平
方
灯
、
工
費
四
億
一
一
千
六
百

六
十
三
万
円
。

-
教
員
住
宅
新
築
工
事
寒
川
刊
に
一

似
二
戸
、
問
凹
に
へ
き
地
教
只
住
宅

一
棟
二
戸
、
総
工
事
政
干
七
百
十
九

万
七
千
円
。

下旬ι

-
曙
団
地
の
舗
装
道
路
工
事

圃
種
川
第
六
地
区
橋
梁
災

害
復
旧
工
事

町
迫
上
程
川
総
か
ら
分

岐
、
脱
退
に
製
設
し
た
平

人
怖
が
完
成
。
昭
和
五
十

二
年
に
災
車
間
に
あ
い
、
災

害
復
旧
工
事
で
保
択
、
総

事
業
費
千
九
百
五
十

一万

三
千
円
を
投
入
延
長
十
六

五日川
、
幅
日
三
山
の
立

派
な
怖
が
完
成
し
ま
L
P
Z

-
公
営
住
宅
新
築
工
事

商

工
団
地

隣
に
、

一
一
棟
八
戸
四
千
七
百
十
九
万

円
で
完
成
。

」一ー

( 6 1 

工
事
故
金
日
台
地
区
内
道

路
が
単
年
度
で
舗
装
さ
れ
、

民
産
物
的
輸
送
が
制
限
利
に
な

り
ま
し
7』。
舗
装
延
長
一
、

九
二

O
灯
、
巾
貝

五

五

い州

事
業
費
八
千
百
万
円
で
完
了
。

-
中
央
通
り
線
中
央
橋
架
換

五
十

一
年
度
で
九
百
三
十

灯
が
完
成
し
た
中
央
総
街
路

事
業
は
、
本
年
度
上
部
工
事

延
長
二
十
九

・
五
灯
、
幅
只

十
五い川
内
橋
梁
と
道
々
か
ら

今
金
中
前
ま
で
四
百
川
川
(
師自

定
)
の
街
路
が
完
成
。
明
年

舗
装
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

-
御
影
御
圏
構
架
換

五
十
三
年
度
か
ら
培
工
、
本
年
度

は
事
業
費
三
千
八
百
八
十
万
六
千
円

延
長
八
幻

幅
只
八
幻
で
完
成
。

-
種
川
分
団
消
防
車
庫
新
築
工
事

老
桁
化
し
て
い
た
消
防
車
庫
が
完
成

総
工
事
費
七
百
二
十
四
万
八
千
円
、

建
築
面
積
七
十
四
平
方
川。

•• 

(7) 



国
民
年
金
の
繰
上
げ
請
求

|
|
|
生
出
減
傾
さ
れ
た
狐

と
な
り
ま
す
|

|

同
民
年
金
的
老
附

(通
算
主
齢
)
年

金
は
、
六
十
五
歳
か
ら
受
け
る
こ
と
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
六
十
歳
を
過

ぎ
て
い
れ
ば
、
こ
の
年
金
を
繰
上
げ
て

日
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
繰
上
げ
約
求
に
よ
る
品
愉

(通

幻
主
齢
)
年
金
似
は
、
本
来
六
十
五
歳

に
な
っ
て
長
け
ら
れ
る
制
か
ら
、
支
給

を
希
望
す
る
年
齢
に
応
じ
、
次
的
割
合

で
減
領
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。

一

若い力で魅力ある町づくり

議主催の模擬議会/

農業や観光資源の活用など質疑

i且民的みなさん、明けましておめでとうござ
し、ます.

いま私どもが迎えました新しい年、昭和155年

は、 ] 980年代への排 I~lけとなる記念すべき々で

も品ります。

私は この意義時い年内はじめにあたり、枇

しい内外的旅情勢町中にあ って、たくましさと

うるおいのある北海道づ 〈りのため、 iW新にし
て大胆な道政を一周力強く柑2巡する決意を新た

にしている次第であります.

恥は、知事就任以来、今年で10年目を迎える

のでありますが、この問、エネルギ 危機によ

る拠出な物価高騰、長JUJ(I'Jな1;t気的低迷、米町
~I:. 足Ji刷扱 200耐旦時代への突入など盟主51球処jが

山加するわ';劃のなかで、:i;t$((. }，日用対策やl品林

出来 ー中小企業の振興、犯には、医瞭 ー相祉の

光災、教育 文化的振興などi直民生活のため最

大限的部力を払ってまいりました.

また、長j倒的展望をふまえて、新幹綿や毘l際
空地内品!J品、苫小牧東部工業必地や石柏 WJ新r-li'
地域的JJ日発立どを千li倒的にilliめてきました。 叫
にt昨年は、匡l際児童年を記念し、子どもたち円

ための各舶 の事 業やfliiしが行われましたが、私
は、これらの行lJ';. をとおして、あすを託す~!iぃ

jjが、 i立内各地にたくましく成長 Lつつあるこ
とを感じ、北1f'1:近の将来にと って誠に立を値〈

したのであります。

また、 九 月には、カナダにおいて‘第 21亘l北

方l聾1.F;'i境会議凶がl;Hfliiされましたが、私は、こ

町ような会践を通じ北方問地域相 互の理解を-

j日出めるとともに 、今後特に、生活 文化 Jlli

'!(; ザ術 ースポーツなどの交流に力を入れ、そ

の成品を、北国にふさわしい北榔道づくりに生

かして曲〈巧えでありまサ .今回、.ilii位を取り

巻(fJ';l暁は石7111情勢町変化や脱柚撲の問凶など

依黙として雌 Lいものがありますが、私は、道

l己的ニ ズを的硝ーにはIli!しつつ、 "=ltifi1:i宜発展
骨1匝ii鳩町強力な推進を図 り、ニの新Lい年を.
80年代へ的確かな牒fffを↓.JrJ<飛品!の年にしたい

と巧えてお ります。

主I?再に当たり 所信の一端を 申 し上げ、 皆さ

ん方向一照的こー協力をお ~Iiい中し上げますとと

もに、御多需と御健勝をお祈り Lてごあいさつ

と世します.

日目梢]55壬手

弘

d且

年頭のあいさつ

80年代の展望を1m<飛躍の年に

尚掌垣内北海道知事

年金

-1ハ政四L- -ハ一卜-ハ，-ーハ -ハL の

士一卜+
年希望a支鉛b 

長見出民放歳

十 二二=四

刻A お飢JるさH 2 L ι 1 八flf五f1it -
~'，' fi ~'，' ~'i f，' 

例
え
ば
、
今
月
六
十
歳
に
速
す
る
人

(大
正
八
年
十
二
月
二
日
生
i
大
正
九

年
一
月

一
日
生
)
の
老
齢
年
金
似
を
み

て
み
ま
す
と
、

山
田
昭
和
三
十
六
年
凶
月
か
ら
加
入
、

十
八
年
八
ヵ
月
(
全
期
間
)
保
険
料
納

付
的
場
A
ロ。

H
六
十
五
歳
か
ら
受
給

年
金
額

三
+
九
万
七
千
三
百
円

ω
六
十
歳
か
ら
繰
上
げ
前
求
に
よ

り
受
給

年
金
額

二
十
三
万
四
百
円

と
な
り
年
制
+
六
万
六
千
九
百
円
肉
筆

が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
繰
上
げ
加
求
に
よ
っ
て

受
け
る
年
金
は
、
今
後
、
年
金
日
制
が
改

定
(
増
傾
)
さ
れ
た
場
合
で
も
、
生
涯

同
七
割
合
で
減
額
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

減
刺
し
な
い
年
金
の
制
に
間
世
話
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

線
上
げ
附
求
は
く
れ
ぐ
れ
も
飢
虫
に
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う

青
年
の
行
政
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
次
第
を
担
う
若
者
の
意
見
、
要
望
を
今

後
の
町
づ
〈
り
に
反
映
し
て
も
ら
お
う
ー
と
今
金
町
青
年
会
論
主
催
の
模
擬
機

会
が
十
二
月
三
目
、
役
場
議
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
識
の
議
員
は
、
町

内
六
つ
の
青
年
、
婦
人
組
織
が
も勺
曜
は
れ
た
二
十
六
人
の
人
達
、
町
理
事
者
に

産
業
、
教
育
、
商
工
、
医
療
、
観
光
、
な
ど
幅
広
い
問
題
に
つ
い
て
考
え
方
や

対
策
を
活
発
に
出
し
合
い
、
あ
す
の
町
づ
〈
リ
に
庁
け
る
若
者
の
心
意
気
を
示

し
ま
し
た
。

こ
の
模
擬
議
会
は
毎
年

一
回
行
わ
れ

て
お
り
今
回
が
五
回
目
。
こ
の
日
は
ま

ず
、
町
長
が
本
物
の
議
会
で
の
日
ね
に

屯
ら
っ
て
町
政

一
般
の
行
政
報
告
を
し

た
あ
と
、

W
H
年
会
議
を
山
川
成
す
る
町
民

協
吋
年
部
.
商
工
吋
年
郎
、

4
H
ク
ラ

プ
、
仲
林
林
業
グ
ル
プ
、
計
主
会
、

今
官
協
か
ら
合
わ
せ
て
十
四
人
が
理
事

者
に
対
し
て
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
質
問
的
主
主
内
谷

は、

ま
ず
尚
工
附
係
で
は
、

観
光
資
制
仰
の
有
効
前
川
と

発
刷

(現
汎
か
ら
将
4
4
計

画
)
と
し
て
、
「
美
利
河

温
泉
町
再
開
、
オ
オ
ン
ュ

ブ
ン
ナ
イ
肉
沌
肉
強
備
促

進
、
細
川
沿
以
内
幣
倒
促

進
、
に

つ
い
て
」
「
尚
コ

仮
興
の
た
め
の
町
官
山
車

場
内
新
設
グ
ラ
ン
ド
(今

中
新
設
)
広
場
に
夜
間
山

鋭
い
質
問
、
意
見
が

続
出
し
た
模
擬
町
織
全

明
の
施
設
設
置
」
「
文
化
セ
ン
タ
ー
の

新
設
(
町
民
芸
術
文
化
前
動
の
拠
占
と

な
る
)
的
考
え
は
」
さ
ら
に
林
業
関
係

で
は

「森
林
の
保
有
促
進
と
し
て
不
配

地
主
に
日
収
さ
れ
た
山
林
が
統
廃
し
て

お
り
、
行
理
化
、
保
行
に
つ
い
て
ど
う
与

え
て
い
る
か
」
と
い
う
意
見
も
、
農
政

関
係
で
は
当
而
の
重
要
問
題
で
あ
る
米

の
減
反
拡
大
に
つ
い
て
、
本
町
内
実
態

に
見
合
っ
た
配
分
を
要
約
し
て
は
ど
う

か
、
政
業
内
同
叩
半
、
品
本
政
策
に
つ
い

て
の
弔
え
、
畑
刊
似
興
策
、
土
壌
改
良
、

基
盤
怒
川
川
事
業
に
対
す
る
助
成
、
良
市

産
物
的
岱
拡
大

(町
小
中
学
校
米
飯
給

食
の
回
数
的
)
な
ど
、
営
農
に
対
す
る

悩
み
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

一
方
町
単
独
に
よ
る
町
民
海
外
派
遣

の
奨
励
ド
業
名
機
凶
同
体
派
泣
奨
励

補
助
の

m似
の
桜
盟
も
あ
り
ま
し
f、

J
N
年
出
動
向
附
で
は

「m
H
年
団
体
行

成
の
展
望
と
振
興
方
策
、

Y
H
年
同
体
助

長
的
基
税
と
な
る
少
年
教
育
推
進
の
考

え
」
な
ど
若
者
ら
し
い
芯
見
も
。
ま
た
、

女
子
議
員
か
ら

「同
保
病
院
の
前
科
、

眼
科
新
設
世
的
比
辿
し
、
旭
町
、
付
泊

り
の
災
辿
併
欣
肋
J
M
刈
鋭
、
，
イ
校
ス
7

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

お
手
も
と
の
、
納
付
m
U

(
領
収
出
)

を
お
仰
か
め
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
み
な
さ
ん

が
納
め
や
す
い
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
で
納
入
方
法
や
と
り
ま
め
の
時

期
を
定
め
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
今
月

は
、
十
月
十
一
月
、
十
二
月
分
の
最

終
納
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま

だ
納
め
て
い
な
い
方
が
お
り
ま
し
た
ら

い
ま
す
ぐ
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
お

り
ま
せ
ん
と
、
不
ド
胞
の
事
故
的
場
合
の

障
害
年
金
や
母
子
年
金
あ
る
い
は
出
児

年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
保
険
料
を
長
期
川
納
め

ー
ル
ゾ

l
ン
町
市
験
」
に
つ
い
て
、
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
a

こ
の
ほ
か
町
づ
く
り
実
践
活
動
推
進

の
た
め
の
道
外
研
修

(パ
ス
研
修
)「
姉

妹
町
村
の
締
結

(問
内
、
国
外
と
の
交

流
、
風
俗
、
芸
能
、
陀
物
交
換
交
流
)

と
い

っ
た
町
づ
く
り
の
詑
比
も
出
さ
札

ま
L
P3

/ 
三 八
月 末

下 型
句去
か 一二
ら由史
|羽 電
通 話

八
京
地
区
地
械
民
間
屯
目前
が
、
五
寸

五
年
三
月
下
旬
か
ら

一
般
加
入
屯
漏
に

切
り
比
u
り
ま
す
。

こ
の
切
野
町
実
施
に
は
、
取
肌
AHU話

機
町
村
別
確
認
・
加
A
設叫
H

用
め
を
矧
払

込
屯
江
川
帯
H
V
的
安
見
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た

一
般
加
入
屯
訓
に
主
り
ま
す

と
、
市
内
辿
活
も
度
数
制
に
な
る
ほ
か
、

市
外
通
話
は
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
だ
け
で
直

接
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
次

の
山
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
今

全市山州開、乱
マ品
目
で
は
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。-
編
集
後
記

O

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
さ

い
ま
す
。
広
報
紙
の
配
付
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
部
落

・
町
内
会
長
班
長
さ

ん
、
川
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
炉
、

こ
と
し

も
い
ろ
い
ろ
ご
背
労
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ー

( 8 ) 

元且

ず
に
放
置
し
て
お
き
ま
す
と
、
将
来
、

老
齢
年
金
も
受
け
ら
れ
主
く
を
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

私
達
は
つ
い
目
先
の
こ
と
に
と
ら
わ

れ
す
ぎ
て
、
自
分
の
老
後
の
こ
と
を
お

ろ
そ
か
に
考
え
が
ち
で
す
が
、
日
頃
か

ら
将
来
的
生
活
を
考
え
る
気
構
え
を
持

ち
た
い
も
の
で
す
ロ

不
出
胞
の
事
故
の
備
え
に
、
泣
か
な
老

後
を
送
る
た
め
に
も
、
国
民
年
金
町
保

険
料
は
、
定
め
ら
れ
た
納
則
限
ま
で
に

必
ら
ず
納
め
る
習
仰
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
四
月
か
ら
の
保
険
料
は
、
月
制

一二
七
七

O
阿
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
質
問
に
対
し
町
長
、
教
育

長
は
、
現
状
の
問
題
点
を
提
示
し
な
が

ら
、
将
来
の
展
望
に
つ
い
て
は
回
答
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
蛾
削
だ
け
に
、

町
長
は

「行
年
目
白
か
ら
結
集
さ
れ
た

町
づ
く
り
の
志
比
を
附
艇
的
に
取
り
入

れ、
A

午
後
の
町
政
に
反
映
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
.

マ
取
替
電
詰
機

O
部
庄
の
雰
間
気
や
、
好
み
に
合
わ

せ
た
カ
ラ
l
氾
話
機
、
機
能
的
な

プ
y
y
ュ
ホ
ン
、
税
千
屯
荒
川
な
ど

を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
.

マ
架
設
費
用
の
払
込

口
五
十
五
年
一
一
月
中
旬
頃
の
干
定

付
設
備
料
六
万
四
千
円

付
屯
口
川
屯
話
似
券
代
金

二
万
円

守
電
話
番
号
の
変
更

口
五
十
五
年
二
月
上
旬
引
に
通
知
し

一
般
加
入
屯
不
切
佐

(三
月
下
旬

頃
)
か
ら
変
及
と
な
り
ま
す
。

不
明
な
占
が
あ
り
ま
し
た
ら
二
|
0
0

0
へ
お
問
い
令
わ
せ
く
だ
い
。

A
A
F
金
五
郎
屯
扇
舟
v

。

こ
と
し
の
新
年
H
V
を
正
H
A
に
お

開
け
す
る
た
め
十
二
川
号
は
本
号
と

合
併
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
句
も
町
政
と

家
駐
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
税
し

み
の
あ
る
広
報
紙
を
め
さ
し
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈企
州
市
岬
広
報
係
V
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広報 口口 お Lらせ 口口口 広報 口口 お L勺せ 口口口 広報 ロロ おしらせ ロロロ 広報 ロロ 云工τ"¥too 町民 Uろぱ口口地域的できごと、話題、町政への意見、要望 生括的知恵などをお寄せくださいロロ町民 Uろぱ

uわが家のアイドル、、

Or~義光広さんの民女 (大和町 )

香嘩ちゃん 2品 11ヶ月

.(1.. 住身「幡い固なのに予防崎岨

があって もう 2回も されちてったロ

あと l回あるんだって。

あーあ、いペ2んなっち〈う

Nでも以泣かないよグ

写真募集中 3雌まで円お子さん

誕'L【!，;己念な ど日市町スナッフ五
点をお寄せください。 li、情l係

みんなで考えよう

冬の省エネルギー

こ¢冬の家庭での省工平ルギー

を進めるだめ巳、暖房間エネルギ

の節革叩こつ芯ガる工夫をしてみ

ませんか。だとえば、力テンは

怠るべく厚手のものを使うのも、

湾吉工二手作戦、の つで、さらC上
部在天井苦で仰ぱし疋り壁に密着

させ、下は床!こまで疋らすと、部

屋の寝かさが遣ってきます。

ま芝、軍きま風d:部屋の温度を

下げるので、窓に目ばりをするの

もよく、あるいわ窓そのものを気

密惜の高いサッシに取り替えると

部屋の、、保温、 lこ効果的で事。
スト フについても、ふだん手入
れを欠かさないことガ大切です。

スト フのしんガそろっていな
力っとり、空気乳に|まごり刀つい

ていると、工平ルギ知率ガよく

ないばかりか、不完全燃焼を起こ

し疋りしますので、 Bごろの点績
を怠ら芯いよう巳しましぷう。

反射板をよくみがいておくと熱

受理率ガよくなります。このほか、

家庭でできる冬の省工平jレギ に

ついて、 わだし疋5一人ひとりガ
苦ず島の回りに目を向けることか

ら始め疋いものですね。

(10) 

ー
た
く
ま
し
く
心
豊
か
な
子
ど
も

達P研究大会「た
く
ま
し
く
人
間
性
盟
か
主
子
ど

も
を
育
て
る
P
1
A
活
動
的
推
進
」
を

テ
1
7
に
昭
和
五
十
四
年
度
町
迎
合
P

T
A
研
究
大
会
が

4
一
月
十
八
日
町
内

の
小
中
学
校
児
童
、
生
徒
の
父
母
、
教

附
ら
P
T
A
会
員
約

一
五
O
名
出
席
し

て
問
民
セ
ン
タ
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
続
い
て
‘
中
野
レ
イ
子
氏

(
元
長
万
部
町
社
会
教
育
、
玉
市
中
)が
寸
心

型
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
税
町
役
訓
」

と
い
う
テ
l
?
で
都
泌
、
子
ど
も
の
成

長
に
及
ぽ
す
家
庭
内
役
割
、
学
校
教
育

と
家
庭
教
育
、
特
に
子
ど
も
の
村
神
面

を
家
庭
で
教
え
る
こ
と
の
大
切
さ
が
強

制
さ
れ
ま
し
子
、
大
会
で
は
=
一
つ
の
分

科
会
で
P
T
A
活
動
の
進
め
方
や
子
と

も
の
育
成
、
望
ま
し
い
相
会
、
さ
ら
に

育
て
る
に
は
|

労
働
の
尊
さ
を
教
え
よ
う

• 
良
い
涼
境
づ
く
り
を
ど
っ
進
め
た
ら
よ

い
か
な
ど
具
体
的
な
間
組
を
出
し
な
が

hv
盛
況
だ
っ
た
連

P
大
会

• 

ら
討
議
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

出
き
れ
た
主
な
古
見
は
①
P
T
A
活

動
に
大
規
政
校
と
小
胤
紋
校
そ
れ
山
ぞ
れ

共
通
の
悩
み
が
あ
る
が
、
特
に
大
規
松

組
織
で
は
人
的
集
り
に
工
夫
が
必
要
、

小
規
院
校
で
は
、
P
T
A
の
研
修
や
活

動
が
部
落
に
大
き
な
ウ

ェ
ー
ト
を
占
め

る
。
②
子
ど
も
の
性
教
育
は
、
組
と
し

て
の
世
に
対
す
る
正
心
い
知
識
と
成
長

に
よ
る
適
切
な
指
導
的
必
要
性
。
③
子

供
に
よ
い
環
境
を
与
え
る
の
は
税
の
責

務
で
あ
る
。
今
金
に
も

「映
回
の
立
右

板
」
「T
V
ゲ
ー
ム
L

な
ど
非
行
要
因
が

あ
り
、
こ
れ
ら
へ
の
P
T
A
活
動
的
働

き
か
け
が
大
切
。
主
ど
、
有
意
義
な
立

見
が
五
時
間
に
わ
た

っ
て
討
談
さ
れ
ま

し
た
。

l品協、金融公五Ii
くわ Lいことは商工会へお附1骨
せください。

・給与支払報告書の提出は早めに

給与支払報告住は従業nが 1月
1日現在に住んでいる市町村ごと

に総指表を添えて、直接、該当す

る市町村に、また、拍i;(泉徴収47tは

給与支払報告ftFと分離し 町役場
脱務課へ 1月31日までに徒出して
く丈ゴさ L、。
回転居 Lたら忘れずに届け出を
他市町村へ転出するときや、町

内で住所を変更した場合は転居届

けを出してください。転、}舌厄;けが

ないために 転居先不明で郵便物

が配達できず差し山し人に返屈さ

社ます。品目。bがあったら役場住民
係へ届け出をお忘れな〈 。

.今金幼稚園児第2~た募集
昭和55今度今金幼稚凶児円前i告

締切Jはi昨年12月20日をも って受付

を終りましたが、第2次募集を 1
月20日まで受付いたしますのでお

忘れなく、その他不明な，'.，.は教育

委只会学校教育係へおIUJ合せくだ
さい。.1月の当番医
1 EI今金問r'i_ ;~' 旧医院 E②0324

2日北絵山町国{足柄院 E④5321

3日今金町国保病院 E③0221

6日今金町岩川医院 ft@0057

13日制棚町楠崎医院宮3022

15日今金町国保病院 E②0221

20日今金町沼田医院 E②0324

21日北桧山町阿保病院 宮④5321

lJ'J 1.2.3日は午前中のみ

b北村ポンプ肥 (本町)(2)0552 
b光生ιIl$正商会 (昭和町)@0155 
b梅本設備)八楠町)@0039 
.普通恩給(扶助料)の椅求を

恩給法的一部改正により IH'I'，、

の方々は下記により 的求手続をし

てくださ L、。

1、改正内容 54年 10月 1日現

荘60政より 65成未泊四万をi長先
1 しその後に版は印故に到達する
1;より申，mする。

2 、前ヲ'Rf.'..~{((

ア、普通思給改定時求fr
イ 普通恩給 (扶助料ド改定限

服申立;lF
ウ、恩給証舎の写L

エ 履廃fb用紙(3昔日)
く れ官も :~Wfl~j剖 f主〉

.進学資金貸付制度の利用を

同民金融公庫では 1月から進学

資金貸付の取扱を1m拍することに
なりま Lたのでご利用ください。
c> 11付条内 進学者向羽肱世特

の年間収入金額刷

万円 ('J>業者向場
合は、所得金官邸5

万円以内的方

(一般貸付)

b 貸付制度 1世出当り 50万円
b 貸付金的使途 進学に必要資金
b 貸付期間 進学する宇校内所

定の修業年限内

(最長 4年、品，iH出

則tnJ1年を含む)
b 貸付利率 年7.1%

t>f1lj旦}j法 元判明等毎月，1.
b申込窓口 J且鋭、渡!;，'j1言金

‘ある日のあなた' 写真をさ しあげます.

.老齢年金の受給者は現況届を

i主l民年金的」主附年世とiJli釘名附
年金を受けている人は、毎年 llU1
2月15目までに 「国民年金受給権

者現況屈」を拠出することにな っ

ています 。 1)-J中に相会保険庁か
ら届出用紙 (はがき )を直接お送

りLていますので、住所や氏名な

ど必要 J'取を記入し、年金係で証
明叩をもらい切手を貼って投函L
てください。現況屈を徒出しない

と6月以降の年金が受けられな

いことがありますので、忘れずに

桜山して〈ださい。

・水道の水抜きをお忘れな〈

例年冬になると多くの修理1申L
込みがありそのほとんと市イ凍結で

す。お山かけのとき、おやすみIl'J

には、戸じまりや火気 山検ととも

に必ず水道的水抜きをしま Lょう 。
i!l!枯して熱湯をかけても水が山

ないときは早めに町又は給水工事

指定宿に近話再して修理してくださいo

p今金設備(南町)②2840・②0108

ロ
感
謝
し
ま
す
図

-
社
協
愛
情
銀
行
へ
予
託
・
払
い
出
し

マ
米
田
良
川
さ
ん

(未
広
町
)
か
ら
母

が
盟
舟
凶
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の

で
十
万
六
千
七
五
O
円
を
盟
売
凶
へ
。

マ
今
金
報
話
局
(代
表
佐
藤
幸
雄
)か
ら

テ
イ

ソ
ン
ュ
ペ
ー
パ
ー
八
十
凶
制
政
方

図
ヘ
マ
石
沢
隆

一
さ
ん

(花
石
)
か
ら

建
築
祝
モ
チ
二
千
一
一百
J
m
品
弁
悶
へ
。

マ
叩
'
須
隆
三
郎
さ
ん

(上
恒
川
)
か
ら

な
め
こ
二
千
一
一百
J
m
品布
図
へ
守
山
崎

多
喜
子
さ
ん

(寒口引
)
か
ら
一二
千
円
盟

ね
吋
凶
ヘ

マ
秋
山
突
さ
ん

(師
川
)
か
h

耳
か
き
二
十
本
山
刀
悶
ヘ
マ
大
九
日
啓
太

郎
さ
ん

(昭
和
町
)
か
ら
各
三
千
円
光

の
坐
学
園
と
小
百
合
保
有
国
ヘ
マ
ク
ソ

キ
ン
グ
サ
タ
ル

(代
表
問
中
初
代
)

か
ら
パ
ザ
!
の
談
金
五
千
円
を
相
協
愛

情
銀
行
ヘ

マ
田
中
義
雄
き
ん

(花
石
)

か
ら
成
人
用
お
む
つ
二
百
七

4
枚
盟
寿

凶
ヘ

マ
日
亦
今
金
奉
仕
団

(代
表
伊
藤

ト
ミ
ノ
)
か
ら
五
千
円
火
災
に
あ
わ
れ

金
在
い
だ
定
き
苦
し
定
。
厚
〈
感
謝

い
だ
し
ま
す
。

甲山

(順
不
同
)

マ
刷
工
建
設
マ
今
金
民
業
共
済
組
合
マ

今
全
農
業
協
同
組
合
マ
鼎
沢
商
会
守
安

西
タ
イ
ヤ
商
会
マ
蝦
名
脳
会
マ
外
山
建

設
中
み
の
や
商
庖
マ
た
か
し
ま
や
マ
古

田
美
容
院
守
千
葉
呉
服
応
ヤ
粥
奔
し
マ

問
中
靴
底
マ
ほ
し
か
マ
来
タ
ク
ン
今

金
営
業
所
マ
タ
ダ
ノ
今
金
府
マ
丸
山
商

事
マ
沢
否
応
マ
林
印
刷
マ
今
食
片
3
7
山

田
医
院
マ
花
封
建
設
守
折
原
商
脂
マ
や

ま
と
や
金
物
脂
マ
藤
川
商
庖
守
中
い
同
信

用
金
庫
今
金
支
庖
マ
森
山
山
間
科
マ
石
附

/
 
狩
場
太
鼓

北
九
州
市
て
大
好
評
庁

北
海
道
観
光
速
問
、
そ
ご
う
デ
パ

l
共
催
の
北
槻
道
物
産
展
が
十

一
月
一
一

日
か
ら
七
日
ま
で
比
九
州
市
町
山
崎
で

聞
か
れ
、
こ
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
に
今

金
町
郷
土
芸
能
利
均
太
鼓
チ
ム

(安

西
長
凶
郎
会
長
)
が
招
か
札
、

十

一
月

一
一日
か
ら
凶
日
間
、
岡
市
そ
ご
う
デ
パ

ト
前
で
披
民
さ
れ
ま
し
子
、

同
市
は
乱
れ
打
ち
で
有
名
な
小
作
太

鼓
内
発
生
地

(い
刑
法
松
町
一
生
)
だ
け

に
太
鼓
肝
き
の
市
民
で
す
が
、
六
人
で

九
側
の
太
肢
を
打
つ
迫
力
に
は
仰
き
れ

気
味
。
一

日
三
回

「約
坊
山
4
4
1

打
太
鼓
」

「科
場
利
別
流
れ
打
ち
」
の
二
山
を
披

露
し
た
あ
と
、
追
分
ソ

l
ラ
ン
ラ
イ
ン

の
観
光
パ
ン
フ
レ

y
!
と
町
内
飢
光
パ

ン
フ
を
配
付
、

P
R
に
一
役
か
い
ま
し

た
本
国

一
=
一
さ
ん
へ
マ
坂
上
ハ
ナ
さ
ん

(丹
羽
)か
ら
夫
が
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
の
で
五
万
円
を
盟
寿
国
ヘ

マ
棚
情
利

次
郎
さ
ん

(南
栄
町
)
#

一
万
円
光
の

型
学
凶
と
盟
有
国
へ
さ
ら
に

一
万
円
を

成
末
法
金
と
し
て
括
協
愛
間
銀
行
へ

そ
れ
ぞ
れ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ベー
はいけ
い

H

み
ん
な
ガ
そ
ろ
っ
て
明
る
い
お

正
月
H

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
A

ラ
年
も
恒

例
の
「
歳
末
疋
す
け
あ
い
運
動
」
ガ

十
二
月
い
っ
ぱ
い
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
疋
。こ
の
運
扇
は
、
赤
い
羽
根
で
お
な

じ
み
の
共
同
募
金
運
動
(
+
月

1
十

二
月
)
の
一
環
と
し
て
、
十
二
月
に

限
っ
て
行
わ
れ
、
恵
ま
れ
な
い
万
巳

次
の
み
な
さ
ま
か
ら
善
意
の
大
口
募

カ
メ
ラ
一
応
守
岡
本
農
機
応
マ
カ
ネ
ン
ン

キ
金
脂
マ
官
山
新
聞
自

V
Tμ
章

一
商

庖
マ
西
凹
商
庖
マ
由
浅
食
堂
マ
内
藤
肉

庖
マ
今
金
オ
ト
マ
山
一
ー
木
材
工
業
マ

内
ヶ
品
建
具
庖
マ
ベ
い
ゆ
マ
キ
金
は
く

さ
ん
プ
ロ
パ
ン
マ
佐
々
木
金
物
庖
マ
外

重
鮮
魚
底
マ
桜
田
旅
館
マ
島
田
犀
聞
広

マ
多
国
機
械
製
作
所
守
備
呉
服
脂
マ
星

建
設
マ
ニ
コ
ニ
コ
食
堂
マ
日
野
ス
ト
ア

マ
佐
藤
板
金
工
業
所
マ
北
海
道
銀
行
今

金
支
脂
マ
野
宮
印
刷
マ
回
中

一
夫
呉
服

底
マ
近
藤
刊
叫
設
マ
坂
本
処
語
ヤ
川
崎
ス

ト
ア

た
。
元
部
長
で
7

ネ

ジ

ャ
を
引
受
け

て
い
る
背
山
さ
ん
は

「今
ま
で
東
京
、

干
喋
、
広
M
4ど
各
地
で
、
公
演
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
い
必
像
以
上
向
成
果

を
上
げ
た
ょ
っ
で
す
」
と
再
ん
で
い
る
。
川〔
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お
も
ち
が
ノ
ド
に

つ
か
え
定
ら

.--ー・←一一←・→一一一-一一『

お
正
月
は
、

お
も
ち
に
ご
注

意
l
a
お
も
ち
が
ノ

ド
に
つ
か
え
て

苦
し
み
、
な
か

に
は
常
一
引
い
死
す
る

人
も
い
ま
す
。
多

く
は
七
十
歳
以
上

、
J
h

‘

の
お
年
寄
り
で
す

5
1M

が
、
お
も
ち
を
食
「
バ
d
句
岬

べ
る
と
き
は
十
分

子

市

気
を
つ
け
る
よ
う

Z

に
、
注
意
し
ま
し

ト

1.、「，，。マ
ゆ
っ
く
り

食
べ
る
A

お
も
ち
は
消
化
が
よ
い
の
は
確

か
で
す
が
‘
粘
り
白
川
が
強
い
の
で
、

よ
〈
か
ま
な
い
で
飲
み
込
む
の
は

危
険
で
す
。
お
年
寄
り
に
は
、
う

ん
と
や
わ
ら
か
く
す
る
か
、
小
さ

く
し
て
、
ゆ
っ
く
り
か
ん
で
、
食

べ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

マ
も
し
、

っ
か
え
た
ら
ム

口
を
大
き
く
あ
け
さ
け
て
、

中

に
お
も
ち
が
見
え
る
と
き
は
、
指

川 目白山州出あ り を と r，iji つ 飲もよし 一--A 似叫P'~ n.¥ンヲせこ
げし飲 ー り にか A ちこて i宇山土ε~ さとにてた 'm
まてま 出 迎か込とと混 一一J- せ勢し 、つり
し‘せで せ 給つみいでか まいて上町出
よ気た休 た した、 っすせん鋪合くんにも すよ、半上 L
t分りま ら まと入し 。 、 。予になだもで 引 マ。<'，'1'身なま
回を j'yせムしきれよ 近 上 ははるん孫きき 時と た中がどす
部 rj:l ::1:も前に く半 な 喜朗iちず宇 はれ たの霊に
ちを n，~ -) 、が、 の身 り 一つ 色ず、 ム 屯: ぃ点れ腹あ
/1"'1さか 。すノ入 医幸ま主IJなが 、I3こ い てん下 は る

=広級=

トヒ~クス

〆
・
に
ぎ
や
か
主
農
村
婦
人
文
化
祭

村
一
例
町
内
M

協
州
人
部

(太

m越
ミ
ネ
郎
氏
)
中
市
内

山
村
山
川
人
文
化
然
が
十

一
月
三
十
H
、
川
氏
セ
ン
タ

で
聞
か
れ
各
地
区
内
婦
人
部
が
組
向
を
こ
ら
し
た
納
リ
、

民
田
地
区
若
必
会
の
コ
ン
ト
よ
以
内

一
生
し
な
ど
会
場

は
拍
手
と
爆
笑
の
連
続
で
に
ぎ
や
か
な

一
日
を
過
L
P
Z

-
光
の
里
学
園
の
収
礎
祭

神
五
町
内
に
あ
る
光
町
単
学
問
の
収
般

祭
が
卜

一
月
二
|
五
日
に
ぎ
や
か
に
聞
か

れ
ま
し
f

、

今
年
で
五
回
目
を
迎
、
え
た
収
雌
祭
は
応

般
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〉住民の動態i
iiij) JIこ
比べて

人口 9.231(+ll) 

リ 4.516(+6) 

女 4.715(+ 5) 

世帯 2，653(-1) 

(11月山現有)
住民基本 fî.l~人口
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